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水色の羽視募金運動
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平成19年 7月 1日

平
成
十
八
年
度
事
業
の
概
要

十
九
年
度
第
一
回
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催

五
月
十
五
日
（
火
）
、

「平
成
十
九
年

度
第

一
回
評
議
員
会
及
び
理
事
会
』
が

東
京

・
千
代
田
区
の
コ

l
プ
ビ
ル
で
聞

か
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
平
成
十
八
年

度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
並
び

に
正
昧
財
産
増
加
額
処
分
計
算
書
に
つ

い
て
原
案
の
と
お
り
承
認
し
た
ほ
か
、

理
事
会
に
お
い
て
は
任
期
満
了
に
伴
う

評
議
員
並
び
に
奨
学
生
選
考
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
選
任

さ
れ
た
評
議
員
は
、
岩
城
健
氏
（
J

F

三
重
漁
連
代
表
理
事
会
長
）

、
川
崎
守

氏
（
J

F
佐
賀
有
明
海
代
表
理
事
組
合

長
）
の
二
人
で
、
ほ
か
の
評
議
員
並
び

に
奨
学
生
選
考
委
員
は
再
任
と
な

っ
て

よだム一A英
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同

第
五
十
七
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

( 1 ) 

六
月
十

一
日
（
月
）
、
東
京
・
赤
坂

三
会
堂
ピ
ル
「
石
垣
記
念
ホ
l
ル
」
に

お
い
て

『第
五
十
七
回
浅
海
増
殖
研
究

発
表
全
国
大
会
」

（
全
国
海
苔
貝
類
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
・
側
海
苔
増
殖
振

興
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

関
係
者
約
二
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
会
主
催
者
ご
理
解
の
も

と
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協

議
会
よ
り
J

F
全
漁
連
並
び
に
船
大
日

本
水
産
会
職
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て、

会
場
内
に
て
募
金
活
動
を
行
い
、

い
ま
す
。

理
事
会
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鈴

木
俊

一
理
事
長
は
、

「十
八
年
度
は
異

常
気
象
に
伴
う
災
害
が
多
発
し
ま
し

た
。
自
然
相
手
の
漁
業
で
は
、
想
像
の

範
囲
を
超
え
る
こ
と
が
起
き
ま
す
。
遺

児
数
は
幸

い
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
本
会
の
運
営
に
お
い
て

も
気
を
引
き
締
め
て
あ
た
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

事
業
概
況
に
つ
い
て
は
別
掲
の
と
お

り
で
す
。

来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か

い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

。平成18年度事業の概況

1.学資給与事業

幼児から高校生等までの奨学生322人に対して合計56,317,000円を給与した。

また、小・中学校新入生33人に1,210,000円を入学記念品代として贈呈した。

2.奨学金貸与事業

高校生・大学生等奨学生57人に28,725,000円と希望者 9人に入学一時金

2,300,000円を貸与した。なお、貸与金の返還総額は51,284,000円であった。

3.育英事業推進事業

漁船海難遺児を励ます全国協議会、同地方協議会及び全国漁協女性部連絡

協議会などの協力を得て、全国各地で行われた各種イベン 卜において募金・

広報活動を行った。

4.寄付金

水産業を取り巻く環成が依然として厳しい中ではあったが、 63,599,000円余

の寄付が寄せられた。

平
成
十
九
年
度

第
一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

五
月
十
日
（
木
）
、

「平
成
十
九
年
度

第

一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
開
催

さ
れ
、
「
第

一
回
奨
学
生
出
願
者
（
四

月
二
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

新
た
に
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在
学

の
学
資
給
与
奨
学
生
六
人
、
高
校
等
在

学
の
貸
与
奨
学
生
二
人
（
学
資
給
与
金

と
併
願
）
、
大
学
等
在
学
の
貸
与
奨
学

生
九
人
、
合
計
十
七
（
実
質
十
五
）
人

の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
六

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

奨
学
生
か
ら
の
お
便
り

＊
長
い
間
、
奨
学
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本、
三
に
助
か
り
ま
し
た
。

今
度
は
何
か
の
形
で
恩
返
し
で
き
た
ら

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
千
葉
県
高
卒

飯
田
麻
依
）

＊
今
ま
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
息
子
も
無
事
、
高
校
を
卒
業
で
き
、

進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（北
海
道
大
竹
初
江
）

＊
三
人
の
子
供
た
ち
も
育
英
会
の
お
か

げ
で
専
門
学
校
に
入
る
こ
と
が
で
き
、

一
番
幼
か

っ
た
子
も
、
四
月
か
ら
社
会

人
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
（北
海
道
斉
藤
富
美
子
）

＊
二
人
目
の
子
供
も
今
年
高
校
を
卒
業

し
、
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
成
長
の
た
び

に、

一
人
前
に
な
る
ま
で
に
は
あ
と
何

年
と
、
そ
し
て
も
う
少
し
と
思
い
、
今

日
ま
で
来
ま
し
た
が
、
育
英
会
の
お
心

づ
か
い
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
思
い
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
大
切
に
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

（北
海
道
佐
藤
徳
美
）

＊
高
校
卒
業
ま
で
援
助
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
息
子
も
貴
会

の
援
助
を
受
け
て
こ
こ
ま
で
き
た
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
将
来
は
社
会
に
貢
献
す

る
人
間
に
な
り
た
い
と
言
っ

て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
青
森
県
高
橋
美
津
子
）

＊
皆
さ
ま
の
援
助
に
よ
り
無
事
に
息
子

も
高
校
を
卒
業
し
、
周
囲
の
方
々
の
ご

指
導
で
な
ん
と
か
進
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
子
供
共
々
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

六
年
と
い
う
長
い
期
間
に
な
り
ま
す

が
、
資
格
を
取
得
し
、
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
お
世

話
に
な
り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
岩
手
県
西
村
ユ
キ
エ
）

＊
お
か
げ
さ
ま
で
、
娘
も
希
望
す
る
高

校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
高
校
生
活
へ
の
希
望
と
不
安

で
い

っ
ぱ
い
の
様
子
で
す
が
、
進
路
を

考
え
な
が
ら
、
ま
わ
り
の
人
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
生
活
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
奨
学
金
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
宮
城
県
小
山
祐
子
）

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
二
人
の
娘
も
短
大
、

高
校
へ
と
進
学
し
、
自
分
の
夢
に
向
か

い
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
気
持
ち
に
報
い
る
た
め
に
も
人

の
心
の
傷
み
、
温
か
さ
の
わ
か
る
人
間

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（宮
城
県
渡
辺
富
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

高
校
に
無
事
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
息
子
は
水
泳
部
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い

ま
す
。

（新
潟
県
小
山
直
子
）

＊
娘
の
留
学
先
に
会
い
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
英
語
も
話
せ
な
い
の
に
外
国
便

の
格
安
チ
ケ

ッ
ト
を
使
い
冒
険
の
よ
う

な
旅
で
し
た
が
、
娘
に
案
内
し
て
も
ら

い
、
夫
を
亡
く
し
て
以
来
こ
ん
な
幸
せ

が
来
る
と
は
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
も
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ

ま
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
／
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、

少
し
余
裕
が
で
き
た
の
か
、
息
子
が
母

の
日
に
洋
服
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ブ
カ
ブ
カ
で
サ
イ
ズ
が
合
わ

ず
、
お
ば
さ
ん
く
さ
く
て
「
お
母
さ
ん

は
も
う
少
し
若
い
ぞ
！
」
と
思
い
つ
つ
、

う
れ
し
く
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
石
川
県
樫
井
三
重
子
）

人
が
亡
く
な
っ
て
四
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
給
与
金
を
頂
い
て
非
常
に
助

か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ガ
ン

バ
ッ
テ
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（大
阪
府
札
野
京
美
）

＊
こ
の

一
年
、
給
与
金
を
頂
き
、
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
兵
庫
県
原
田
香
）

＊
長
い
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
長
男
が
三
歳
の
時
に

父
親
を
亡
く
し
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
三
月
高
校
を
卒
業
し
、
就
職

が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
社
会
人

と
し
て
頑
張
っ
て
い

っ
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
／
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
春
、

二
男
も

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
に
勉

強
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。（和
歌
山
県
松
本
佳
代
）

＊
長
い
間
、
育
英
会
に
は
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（山
口
県
松
本
貴
久
美
）

＊
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
た
く
援
助
を
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

（高
知
県
森
下
加
枝
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
息
子

は
高
校
で
も
頑
張
っ
て
ま
す
。

（
長
崎
県
漬
川
和
美
）

＊
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
に
出
て
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
、
恩
返
し
が
で
き
る
人
間
に
成
長
し

て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
崎
県
藤
沢
節
子
）

＊
送
金
、
い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
息
子
は
第

一
希
望
の
学

＊ 

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/ikueikai 育英会ホームページ
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校
に
無
事
合
格
で
き
、
今
が

一
番
楽
し

い
よ
う
で
、
充
実
し
た
顔
で
毎
日
学
校

に
行
っ
て
い
ま
す
。

（大
分
県
上
野
富
美
子
）

＊
息
子
も
専
門
学
校
二
年
に
な
り
、
免

許
な
ど
多
く
の
試
験
を
習
得
す
る
の
に

元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（熊
本
県
岡
村
つ
ね
こ
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

上
の
子
は
就
職、

下
の
子
は
高
校
二
年

生
。
な
ん
と
か
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
育
英
会
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（宮
崎
県
荒
川
和
江
）

平成19年 7月 1日

面

岨
口

五

月

十

（

金

）

、

神
奈
川
県
横

須
賀
市
観
音
崎
公
園
内

「
戦
没
船
員
の

碑
」
に
て

「第
三
十
七
回
戦
没
・
殉
職

船
員
追
悼
式
」

（
例
日
本
殉
職
船
員
顕

彰
会
主
催
）

が
、
ま
た
、
六
月
十

一
日

（
月
）
に
は
、

和
歌
山
県
高
野
山

「兵

庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
塔
」
に
て

「第
三
十
一
回
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合

同
供
養
祭
』

（
J
F
兵
庫
漁
連
主
催
）

が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
両
式
典

と
も
本
会
を
代
表
し
て
佐
藤
専
務
理
事

が
参
列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

日

よだム一品英育( 2 ) 

平
成
十
九
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
方
協
ご
等
で
取
り
扱

っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔三
月
〕

O
北
海
道

マ
蝦
名
美
代
子
｜

故
俊
弘
前
代
表
理
事
組
合
長
（
増
尾
漁

協
）
の
志
を
継
い
で
マ
北
見
地
区
漁
協

職
員
協
議
会
｜
第
五
十
回
北
見
地
区
職

協
大
会
マ
杉
田
洋
介
さ
ん
鈴
木
文
子
さ

ん
結
婚
祝
賀
会
出
席
者
御

一
同
マ
羅
臼

漁
業
協
同
組
合
定
置
青
年
会
L
漁
火
祭

開
催
に
伴
う
収
益
金

O
青
森
県

マ
地
方

協

O
岩
手
県

マ
秋
さ
け
消
費
拡
大
推
進

協
議
会
マ
岩
泉
町
役
場
マ
船
岩
手
県
漁

港
漁
村
協
会
マ
船
岩
手
県
栽
培
漁
業
協

会
マ
大
槌
町
役
場
マ
大
船
渡
市
マ
重
茂

猟
友
会
マ
釜
石
市
水
産
課
マ
釜
石
地
方

振
興
局
水
産
部
マ
釜
石
湾
漁
協
青
年
部

マ
共
水
連
岩
手
県
事
務
所
マ
漁
協
職
員

協
議
会
盛
岡
支
部
ス
キ

l
遠
足
参
加
者

御

一
同
マ
漁
協
女
性
部
大
会
募
金
箱
マ

漁
協
女
性
部
役
員
O
B
会
マ
漁
業
共
済

組
合
マ
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
漁
業
取

締
事
務
所
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
久
慈
地

方
振
興
局
水
産
部
マ
久
慈
水
産
高
等
学

校
マ
気
仙
沼
ブ
ラ
ン
ド
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
マ
島
川
良
彦
さ
ん
の
喜
寿
を
祝

い
励
ま
す
会
マ
水
産
振
興
諜
マ
全
国
海

友
婦
人
会
宮
古
支
部
マ
田
野
畑
村
産
業

振
興
課
マ
田
老
町
観
光
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
マ
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
水
試
等
連
絡

協
議
会
マ
農
林
中
央
金
庫
盛
岡
支
店
マ

広
田
半
島
大
漁
祭
り
実
行
委
員
会
マ
普

代
村
建
設
水
産
課
マ
堀
内
忠
雄
マ
宮
古

市
役
所
水
産
課
マ
山
田
町
役
場
マ
山
田

町
役
場

・
産
業
振
興
課
マ
遊
漁
船
業
協

会
マ
陸
前
高
田
市
水
産
業
祭
り
実
行
委

員
会
マ
地
方
協

O
宮
城
県

マ
宮
城
県
漁

協
女
性
部
連
絡
協
議
会

O
山
形
県

マ
漁

協
女
性
部
念
珠
関
支
部
マ
地
方
協

O
新

潟
県

マ
岩
船
さ
か
な
ま
つ
り
マ
内
田
鉄

治
マ
共
水
連
新
潟
県
事
務
所
マ
漁
業
共

済
組
合
マ
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
漁
船

保
険
組
合
マ
佐
渡
さ
か
な
ま
つ
り
実
行

委
員
会
マ
佐
渡
振
興
局

l
募
金
箱
マ
水

産
振
興
協
会
マ
山
北
さ
か
な
ま
つ
り
基

金
マ
田
名
部
和
宏
他

マ
地
方
協

O
富
山

県

マ
地
方
協

O
静
岡
県

マ
榛
原
地
区
推

進
協
議
会

O
福
井
県

マ
地
方
協

O
京
都

府

マ
亀
井
寿
敏
香
典
返
し
マ
地
方
協

O
広
島
県

マ
地
方
協

O
山
口
県

マ
土
井

満
夫
マ
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
ゴ
ル
フ
大
会
実

行
委
員
。
愛
媛
県

マ
地
方
協

O
福
岡
県

マ
黒
木
正
弘
マ
県
漁
港
諜
マ
福
岡
市
鮮

魚
仲
卸
協
同
組
合
理
事
長
安
部
泰
宏
マ

地
方
協

O
大
分
県

マ
漁
協
女
性
部
宇
佐

支
部
マ
真
鍋
秀

一
郎

香

典
返
し
マ
地

方
協

O
鹿
児
島
県

マ
江
口
蓬
来
館
マ
鹿

児
島
ま
ぐ
ろ
同
友
会
マ
北
さ
つ
ま
漁
協

長
島
支
所
青
壮
年
部
マ
鳥
羽

一
郎
コ
ン

サ
ー
ト
（
鹿
児
島

・
宮
崎
）
マ
地
方
協

O
沖
縄
県

マ
船
沖
縄
県
漁
港
協
会
｜
募

金
箱
マ
沖
縄
市
パ
ヤ
オ
研
究
会
マ
嘉
和

田
真
知
子
マ
地
方
協

〔四
月
〕

O
北
海
道

マ
石
垣
恭
｜
引
退

す
る
に
あ
た
り
同
じ
境
遇
で
子
育
て
を

し
て
い
る
ご
家
族
と
遺
児
へ

O
青
森
県

マ
梢
洋
子
マ
地
方
協

O
茨
城
県

マ
南
部

海
区
旋
網
漁
業
親
睦
会
会
長
佐
野
昭
三

O
千
葉
県

マ
地
方
協
。
山
口
県

マ
地
方

協

O
長
崎
県

マ
楠
野
文
枝
マ
佐
世
保
市

相
浦
漁
協
女
性
部
マ
田
辺
輝
司
マ
松
屋

セ
イ
子
香
典
返
し
マ
地
方
協

〔五
月
〕

O
北
海
道

マ
安
藤
善
則
｜
香

典
返
し
マ
別
海
町
野
付
救
難
所

O
静
岡

県

マ
初
島
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部

O
山

口
県

マ
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ

O
京
都
府

マ
中
国
民
雄

l
香
典
返
し

O

大
阪
府

マ
堺
海
成
都
会
会
長
白
川
充
章

マ
側
ベ
イ

・
プ
ラ
ン
代
表
取
締
役
津
本

芳
孝
マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ
山
口
征
代

｜
香
典
返
し

O
大
分
県

マ
伯
洋
海
運
側

代
表
取
締
役
山
本
孝
太
郎
マ
地
方
協

二
、

一
般
寄
付

〔三
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ
マ
海

洋
学
院
同
窓
会
会
長
深
川
栄
助
マ
八
戸

水
産
高
等
学
校

O
岩
手
県

マ
潰
回
セ
ツ

ー
香
典
返
し

O
宮
城
県

マ
匿
名

O
栃
木

県

マ
匿
名

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨

元
克
昌

O
茨
城
県

マ
匿
名

O
千
葉
県

マ

飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
三
水
会
マ
島

一

雄
氏
の
叙
勲
を
祝
う
会
事
務
局
マ
水
産

庁
資
源
管
理
部
遠
洋
諜
マ
全
国
漁
協
女

性
部
連
絡
協
議
会
マ
伽
全
国
底
曳
網
漁

業
連
合
会
会
長
理
事
今
村
弘
二
マ
ニ
チ

レ
イ
ふ
れ
あ
い
基
金
マ
町
田
幸
子

O
新

潟
県

マ
第
九
管
区
海
上
保
安
部

O
京
都

府

マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

。
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子

O
広
島
県

マ
小

林
宏

O
山
口
県

マ
側
柳
井
魚
市
場
。
徳

島
県

マ
水
産
高
等
学
校

O
福
岡
県

マ
九

州
大
学
農
学
部
水
産
学
科
水
産
研
究
所

。
長
崎
県

マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
西
海
区
水
産
研
究
所
。
鹿
児
島
県

マ

冨
元
小
松

〔
四
月
〕

O
岩
手
県

マ
佐
々
木
強

O
宮

城
県

マ
匿
名

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
。

数
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東
京
都

マ
例
海
外
漁
業
協
力
財
団
マ
梶

浦
富
子
マ
仁
木
敏
夫

O
富
山
県

マ
布
目

久
幸

O
三
重
県

マ
畑
井
育
男

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O
山
口
県

マ
全
国
海
友
婦

人
会
下
関
支
部
支
部
長
遠
藤
澄
子
｜
全

日
海
中
央
執
行
委
員
会
企
画
室
経
由
。

鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
岡
山
県

マ
吉
田

厚
子

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

〔五
月
〕

O
宮
城
県

マ
海
形
水
産
相
側
代

表
取
締
役
佐
藤
和
哉
設
立
五
十
周
年

を
記
念
し
て
マ
匿
名

O
茨
城
県

マ
匿
名

。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
か
つ
子
マ
小
野
沢

通
マ
冨
元
克
昌
マ
渡
遁
浩
子

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
全
日
本
海
員

組
合
本
部
｜
募
金
箱

O
神
奈
川
県

マ
側

中
冷
マ
三
崎
船
長
漁
携
長
航
海
士
協
会

清
算
人
小
川
二
郎

O
静
岡
県

マ
焼
津
水

産
高
等
学
校

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O

和
歌
山
県

マ
綱
本
成
吉

l
叙
勲
受
章
記

念
し
て

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
広
島

県
マ
小
林
宏

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

編

集

後

記

V
毎
年
、
卒
業
を
迎
え
た
奨
学
生
に
提

出
い
た
だ
い
て
い
る
「
進
路
報
告
書」

に
は
、
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
の
回
答

と
と
も
に
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
た
く

さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
や
近
況
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
号
の
お
便

り
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ら
を
メ
イ
ン

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

つ
も
本
会
を
支
え
て
く
だ
さ
る
寄
付
者

の
皆
さ
ま
に
、
保
護
者
の
思
い
や
子
供

た
ち
の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

V
都
合
に
よ
り
、
「
ち

ょ
っ
と

一
息
：
・」
の
コ
ー
ナ
ー
は
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
号
を

お

楽

し

み

に

！
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